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世界保健機関（WHO） 2006年報告書と異なる見解 
－チェルノブイリ原発事故－ 

WHO 2006年報告書以降、国際的な調査の減少に対する懸念も 
①WHO報告書の見解よりも、チェルノブイリ原発事故による 
 身体的影響被害は大きい可能性があり、今後も国際的な調査 
 が必要であるとの指摘※1 

②WHOの見解が、汚染地域由来の食品への警戒を弱め、今後 
 の調査研究を妨げる原因になっているという批判※2 
 
※1：根拠となっているのは、ウクライナのRivne州で、神経管欠損の発生率が、10,000人出生当たり 
  22.2人と、ヨーロッパで最大となっている点である。(Wertelecki, Pediatrics, 125, e836, 2010) 
  しかし、この原因については今のところ明らかではない。 
※2：Holt, Lancet, 375, 1424 - 1425, 2010 

世界保健機関（WHO） 2006年報告書： 
 不安などのメンタルヘルスが、地域保健上の最大の問題 

こころへの影響 

これに対し 

　世界保健機関（WHO）報告書などでは、不安などのメンタルヘルス面が強調され
るあまり、身体的影響に関してなおざりになっているのではないかという論旨の報告
も示されています。
　その大きな根拠になっているのは、ウクライナのRivne 州で暮らす「森の住民」
と呼ばれるポーランド系孤立集落の人々において、特に神経管欠損の発症率が高く
なっているという報告です。近親婚の影響も疑われていることや、神経管欠損は、葉
酸欠乏や母親の飲酒によっても起こるため、Rivne 州の神経管欠損が、チェルノブ
イリ原発事故由来の放射線によるものか、その他の影響によるものか、あるいは複合
影響なのかはわかっていません。
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奇形誘発に関する知見－チェルノブイリ原発事故－ 

欧州先天異常監視機構（EUROCAT）9カ国18地域： 
  事故前後で奇形発生頻度の変化なし 

こころへの影響 

 チェルノブイリ原発事故前後における、欧州奇形児・双子登録データベースの比較 

チェルノブイリ原発事故によって奇形は増加したか？ 

フィンランド、ノルウェー、スウェーデン： 
  事故前後で奇形発生頻度の変化なし 

ウクライナ： 今世紀にEUROCAT参加 
  Rivne州のポーランド系孤立集落で神経管欠損増加   
  放射線に加え、葉酸欠乏、アルコール依存症、近親 
  婚などの影響を評価する必要あり※2 

ベラルーシ： 
  汚染地域かどうかに関わらず流産児の奇形登録増加    
  報告者バイアスの可能性あり※1 

※1:Stem Cells 15 (supple 2): 255, 1997  ※2 :Pediatrics 125:e836, 2010 

　放射線が、これから生まれてくる子どもたちにどのような影響を及ぼす可能性があ
るのか、チェルノブイリ原発事故前後の先天奇形の発生頻度については、さまざま
な報告がなされています。欧州先天異常監視機構（EUROCAT）や、フィンランド、
ノルウェー、スウェーデンの先天異常に関するデータベースを事故前後で比較した結
果、奇形発生頻度に変化はみられませんでした。
　ウクライナのRivne 州、北半分のポリシア郡には、汚染地域で自給自足の生活を
送っている人たちがいます。かれらは「ポリシチュクス（森の住人）」と呼ばれるとおり、
森で野イチゴやキノコを採り、狩りや漁をして暮らしています。彼らの間で、神経管
欠損が増えているという報告があり、放射線によるものかどうかについての評価が待
たれています。
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